オリンピック関係者の行動制限は人権侵害

研究所会長　吉田勝83（和歌山県）

オリンピック関係者（選手を含む）は皆ワクチン2回接種者でかつ複数回のＰＣＲ検査で陰性証明が得られているそうだ。ワクチンの効果もＰＣＲ検査も非感染を100％保障するものではないが
、そのような人たちの行動を厳しく制限する一方、ワクチン未接種あるいはＰＣＲ検査の陰性証明のない日本国民はそのような制限を受けていない。ウエッブデータによれば世界の累計陽性者割合は日本の累計陽性者割合の25倍前後と大変に大きいし
、変異株
の流入の可能性もあって外国から来る人は危ないという見方はあるだろうが、ワクチン接種とＰＣＲ検査を通過したオリンピック関係者をバブルに包み込んで自由に外を歩かせない、日本国民と接触させないというのは非科学的であり、理由の成り立たない差別であり、人権侵害である。
（2021年7月17日　本文のみの修正版を毎日新聞みんなの広場に投稿）

� 厚労省HPによればワクチン効果95%というのは発症予防効果であって、感染予防効果はかなり下がるというのが実態で、どの程度下がるのかはまだ不明である。つまり、ワクチン接種者が感染する確率は数10％はあると思われる。また、PCR検査の精度は62%と言うことなので、１回の検査で陰性となった100人中38人は陽性である可能性があるということだろう。そうであれば2回以上のPCR検査で陰性となれば、38％ｘ38％⁼14.4%で、陰性の確率はほぼ85%となるわけだ。


� 世界の感染者数（米国ジョンズホプキンズ大学発表、2021年7月15日現在）を2019年の世界人口（世界銀行発表）で除した値と厚労省発表の日本の感染者累計を日本の人口で除した値の比較。


� 最近はとりわけ南米で感染拡大が止まらないλ株が感染能力が大きく、またワクチン耐性もかなりありそうで問題視されている。





